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ることを諒解されたい。

降永要素の成長過程について（1）

　　　　　　　　（交　　献）
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3・　Bowen，E．，G．1950：Aust．　Jour．Sci．Res．

　A5，193．・

4・　Bowen，E．G．1951：Jour，Atomos．，Terr．Phys．

　1，　125一140．

5・，，Smith，E．Jl享951：Q．」．R．M．S．77｝P．
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6．Styles，R．S．＆・F．W．Campbe111953：Aust．

J・uy・Phys』611・73r83・
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　229－239．

8．Wamer，J．童丁．D．Newnham，1952：Q．J．
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駒 林 誠＊

　　　　戦後，飛行機，レーダーによって暖かい雨の存在が数

　　　多く確認された．観測にかかるものは，雲の形，エコー

　　．の拡る様子，大気中の凝結核の大きさ，個数，、雨滴の粒

　　　度分布及び降水の化攣成分である．雲水量は測定が蓄積

　　　されて来たが，雲中の上昇流及び乱流は詳しく知られて

　　　いない．これらの観測諸事実を矛盾無く綜合する降雨機

　　　構論が要求されるが，現在迄の所，主に雨滴の初期の成

織　　長に問題が集中していたので，まずそれについて述べ，

　　　次に海塩核説の立場から降雨機構にふれぷうと思う．

　　　　　　　　　　　1．雲粒の成長

、3

　雨滴の初期の成長の問題は半径10μ程度め雲粒の中か

ら半径20～30μ以上の水滴が形成されるに際「してどの過

程が大きな働きをなすかを決定するにある．半径Rの水

滴1個に着目すると，その成長の方程式は

音（告πR3・ρw）一4πDR（ρ・・一ρE）

　　　　　　R　　　　＋∫　　　　　　　ロ　　　　　　　ψ（R，r）V（R，r）m（r）σr　　（1）

　　　　　　り
　ρw：水の密度，D：水蒸気の拡散係数，ρ。。：周
　囲の蒸気密度，ρR：水滴上の蒸気密度，ψ（R，r）：

　水滴R，rの衝架断面積，V（R，・r）：両水滴の相対
　速度，m（r）drは半径r，r＋drの間にある他の水滴’

　の総質量の空間密度

となる．右辺第1項は凝結による質量増加，第2項は雲

粒を併合する効果を示す．この方程式は併合される雲粒

の半径がRに比して小さく，しかも空間内に均質に分布

している場合に成立する．そうでない場合には水滴全体

の粒度分布の遷移を表わす式と凝締の項のみ含む成長の

方程式と¢）連立となるが，まずωだけで議論をすすめ

る．

　Rの10μから20～30μへの変化を（1）の右辺第1項で行
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わせるのがLudlam（1951），Woodcock（1952）の海塩

，核説で，測定される食塩核の大きさが・Woodcockによっ

．て，以前に比し質量にして上限が1Gζ倍に飛躍したこと
　　　　ロギ
に由辛する・たとネばHowe11〈1949）は凝結の計算に

最大の食塩核として尊．8灯G－12grを採用したが，Woα・

dcock（1953）は洋上・雲底の高さで10』8grが常レ；存在，

するこξを認めている．

　右辺第2項の水滴の相対速度V（R，r）を静止気体中の

重力落下のみの場合より大きくして，第1項が小きくて

、も成長を速からしめんとするのがEast　and　Marsha11

　（1954）の乱流説で，雲中の乱流が実測されていないか

ら直接の証拠を持つには至うてないが，Battan（1953）

のレーダー観測から大陸内部に暖かい雨の存在するこ

と，エコーの拡り方から水滴が雲中広い範囲にわたって

上下同時に成長してい．る事実により支持を得ている．し

かし海塩核上に初期の水滴が凝結で成長する場令でも；

コーがこの様に拡り得ると思われるので，これに関して

嫡後に述べる．

　雲粒が笙聞中にat　randomに存在すると衝突併合は

stQchasticな問題となって（1）式が使用できぬことは先に

述べたが，Te1まord（1955）はその場合を取扱い粒度分布

の遷移を表わす式と●してSヒhumann（1940）の式を簡単

化して計算を行い，雲粒の中には恵まれて回数多く衝突

併合を，する結果，他よりずウと速く成長する少数の水滴

の存在すべき4とを指摘した．仮りに（1）式に引き直して

　　　　　　　　　　　　　お考えると・恵まれた水滴は∫m（r）drの極め妖き婬

　　　　　　　　　　　　　0
間を掃いたことであって，雲水量1gr／m3の中を落下する

106個の水滴の中には10個の割で10・）10egr／m3の極端に

雲水量の集中した空間を掃く水滴があることに相当する

　｛1）の第2項はψ，V，mの積で効くから，各値の見積り

の大小は等しく成長速度の計算に影響するが，，中でもの
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降水要素の成長過程について（1）

はR＝10～20μでは衝突不能，可能の境目あたりにあ

るらし』いので重大である．Telfordはψ＝πR2E（E＝1）

として，適当な雲の中に数分にして半径20μ以上の水滴

が生ずることを示したが耳の値によってはこの所要時間

が10～100倍に伸びることが考えられる．巨大な海塩核

．が無い場合の雨滴形成を論ずるためには，“半径20μ以下

の雲粒相互の捕捉率を正確に知ることが依然として騒も

重要な問題である．

　　　　1．海塩核説から見た降雨機構の問題

　次に観測された化学成分を手がかりにして降雨機構を

老えて見る「．Turner（19与5）は雨滴を大きさ別の7群

にまとめてそれぞれのNa＋の濃度を測定した．雲底で観

測’したところ，Berger・n型の雨では各群互いに等しい濃

度を示すが，暖かい雨ではある半径に濃度の極小が現わ

れた（第2図）。一方・Woodcock　and　Blanchard（19

55）は雨水の塩濃度，雨満粒度分布を測定し・大きい方

からN番目の雨滴は大きい方から同じくN番目の海塩核

の上に生「じたものとして雨水の塩濃度を算出すると実測

と大体合のところうことを報告している．

　雨滴と海塩核との関係が知られないと地上で得られた

化学成分から雲中のメカニズムを推定することが出来な

い．雨滴の大きさほ雲中を掃く距離で定まり，直接には

海塩核の大小で決まらない．Bowen（1950）の雫のモデ

ルのように雲底を上向ぎに吹き抜ける上昇流が存在す資

場合には小さい核程高く昇った後落下するので反って

大きくなる．従って大きい水滴は最も大きい核から順に

生ずると見るWoodcock　and　Blanchardの老えは，雲

の厚さが薄くてしかも雲底を吹き抜ける上昇流が無い場F

合のものと思われる．Tumer（1955）はBowenの雲の

モデルを採ると雨滴の塩濃度は半径の大きい程著しく淡

くなる筈で，観測ではこれに反してある半径に濃度の極

小が現われたのは，巨大な海塩核の上に生じた初期の大

きな雲粒同志が何らかの理由で選択的に併合することに

より，大きな雨滴では反って塩濃度が高くな．るのだろう

と想像し宅いる．この老えはTelford，Thomdike　and

Bowen（1955）のR二150μ同志の水滴でE＝12・6なる

室内実験と老え合わせると興味がある．

　しかし雲のモデルをBowenのものと変えると選択併

＼＼＼
　　　　　第1図　滑昇型の雲のそデル、

　雲はA点上空から左側に存在し，海塩核は右方
　から雲の各高度に流入する。
　雲厚H，Pは雲底の観測点

1956年9月
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合を老えなくても雨滴の塩濃度と「して1つの極小をもつ　・〆翼

躯徽都翻1轟勢蚤毒雛獲／
空で各高度同時に凝結を開始’して左斜め上方へ運ばれて、灘

いるとすると，雲底胚観測腸合鰍レこ関する諸量 趨
は次の如くなる．

単位時間の降卒量　　　　　　　　　　　　　　　．　ア，

　　　÷　蹴lf（γ）識dγ一（2）よ

雨滴fluxの粒度分布
（半径dRの巾について）　　　　　　　　　　　、　マ　耀

諭（丁二蔭）・f（T一婆〉dR（3）1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
雨水の塩濃度講1γf画dγ（4〉憾
　　　　　　　4πR言∫劣lf（γ）擶dγ　『糠

南滴1個の塩濃度4差R、　aR　（5）「還
　　　　　　　　　　　　　　丁一bln一蕊　　　 ㌃』蓼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1薫

　　　　　　　a　　　　　a　　　一　嵯
但…＝丁，γ2＝T－bln（EMH＋、）　』｛ll
　　　　　　　　　　　　　　　　4Ro　　　　　　　　　　・1・、㌢“

耳：雲の厚さ・M：雲水量・「R・：凝結よりも衝突」、噛

　による成長の方が卓越し始める半経・E：捕捉率・T：　屡

空気が凝結開始から騨点上空まで運れ宜硬する時』．ll

間・α・aはE・Mによらな碇数・b…EMαf（γ））“グll

　　：質量γとγ＋dγの間にある海塩核の凝結開始前　　落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノコ　の個数密度、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　雨滴の塩濃度（5）は他の量と違って海塩核の粒度分布に冠ll

’関係なく定まり，ある半崔で極小値をとる・M＝1gr／m3・　議

E＝1，R。＝25μ，T＝1500s“cととると第2図の曲線嚇

となってTumerの観測と割合によく合っている・また　、ll

この場合レーダーエコーをとれば雲頂近傍を除いて上「ギ穣

同時に現れる筈である』海塩核と雨滴との対応関係は上・鷹

昇流の形によつて決定され・従つて雨滴粒度分布・エ㍉・1

一
，
，

塩濃度なども上昇流の形によって異なることは淀意蟻

すべきである．．実際の上昇流はBowenのモデルの如く．遜

雲底費吹き抜ける場合とこの滑昇型の重なったものであ．蹉

ろう．降雨機構を論ずる場合に雲のモデルを購こ齢
ll

か鷹霧鞭纐1．h、，達する前、，成長するll

水滴の大きさと個数を見る．一様な上昇流を50α／secと1

すると85・mb附近　80％「・hから1000秒で100％㌧1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　』藁



η一ア『1二τTτ「下ア ギ可罫7・下’ 撃弘一嬰『7日『、”7マー町照∫uマ7罫7騨1翼・心’一蟹蔵箪ツf 七、ジヘー」腎野卿理響∫‘型野璽騨警燃覇畢響聯

じ

露
卜
1
．

動

　
　1“f
　り

貯

280

ppm
20

　15

食
塩

濃
度
　l　O

8

6

4

2

降水要素の成長過程について（亙）

一一計算
●　Turnerの観測の李均鍾
△　Tumer　o観測の一例

ム

△
　△
　　△

△

●

％．123456789101．“2mm
　　　　　　雨漁連径

第2図　雨滴の大きさと塩濃度
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・・ワイにおけるTumerの観測値（雲底で測定）

及び第1，図のモデルに基く計算値とがあげてあ

る。タテ軸p．p．m・＝mg／z

第1表　海塩核の大きさと凝結した水滴の大き

　　　　さとの関係（計算）

核の質量

γ（Nac1）

10」12gr

10－11

10』10

10－9

10－8

R80→100

15μり上

20μ以上

25μ以上

30μ以上

35μ以上

40μ以上

45μ以上

80％r．h
の平衡半
径

R80

0．88μ

1．89

4．08

8．80

18．9

99％r．h
の平衡半
径

R99

2．39μ

5．15

11．1

23．9

51．5

80％から突然
100％に入れ
て1000秒経過

R100

12．2μ

19．1

30．、3

48．0

79．1

80％から一様
に上げて1000
秒後に100％

R80→100

13．9μ

24．6

43．9

No．1m3

5600

1800

480

100

　27

　5

ナシ

第2表
　大気中の海塩核による水
滴の数

50cm／secの上昇に乗って100％r．h

に達した瞬間における海塩核上の水

滴，核としてはWoodcockの雲底の

高さにおける平均分布をとった（海

面風力4）

鰻
野，

達する．80％r．hで平衡にある食塩核は1000秒かかって・

100％に達した瞬間に，第1表の右端にかかげた大きさ

となる．個数は第2表に示した．核の粒度分布としてば

Woodcock（1953）が海面風力4の場合にハワイ洋上雲

底の高さで得た平均を使った．これを見ると100％に達

12

　　した瞬間すでにかなり大きな水滴がある．従って大きな

　　海塩核が存在すれば乱流の有無にかかわ’らずそれらは雨

　　滴に成長するだろう．大気中には乱流による併合促進も

　　　　　　　　　　サ　　起っているだろうから，初期の雨滴は海塩核の上に生じ

、　広い雨域が大規模な湿舌に伴って存在する場合には大き

　　な核が消費された後，乱流による海塩核無しの雨滴形成

　　が卓越することもあり得るだろう．但しこの時期には気

　　塊は500mb面あたりに達して，Bergergn過程が圧倒的に

　　有力な活動を開始することが多いと，思われる．すると問

　　題は我国や大陸にどの程度海塩核が存在するかになる．

　　凝結現象以外に海塩核の数を減らす作用は無いから，我．

　　国のような島国でさえ内陸に入ると塩分が著しく減るら

　　しいのは，雨や雲がすでに形成されている気象状況ゐも

　　とにおいてのみそうなるのではないか，又晴天の地上観・

　　測では海岸の直接のしぶきが重なるかちではなかろう

　　か．雨が形成される直前に上空の核は海洋上空の核と余

　　り異ならないように思われるが，直接の測定又は内陸の

　airmassがすでに凝結域を通ったかど．うかを追跡するこ

　　とが必要である．

　　次に初期の雲粒分布として第2表の分布に，普通の凝

　結核上の水滴（すべて20μ以内）を重ね．粒度分布の時

　間的変化をSchumannの式に従って数値計算する．

　　　　∂n（v）　　　　　。。
　　　　　　　　＝一n（V）Σφ（U，V）n（U）
　　　　　∂t　　　　　　μ＝0

　　　　　　　　1。。　　　　　　　＋謡φ（u・v－u）n（u）n（u『v）（6）

　　　φ（u，v）＝π｛R（u）十R（v）｝2E（u，v）l　v（u）＿V（v）l

　n（v）は各∠vの体積巾における雲粒の個数密度．R（v〉

　V（v）は体積vなる水滴の半径及び重力落下速度．Eは
　Langmuirの捕捉率．すると初期の数10分の間は（6）の右

　辺は二項共殆んど完全に半径20μ以上及び以下の水滴相

　互の衝突の項のみで定まり，20μ以曲司志の衝突は事実

　上無視せざるを得ない．しだがって海塩核による成長を

　議論するには半径20μ以上と以下との水滴間の捕捉率を

　正確に決定することが重要となる．但し造雨現象が進行　．

　　して20μ以上の水滴の個数が増加した段階ではそれら相

　互の衝突も重要となるだろう．

　　終りに降雨機構の計算をなす場合に，わが国では海塩一

　核の個数，上昇流，雲水量，雲のモデルをどのように選

　んだら，現在の所，最も標準的であるかについて皆様の

　御意見を伺いたいと思います．

　　　　　　　　参　考　交　献

Battan，L　J．，1953　：J．Met．10，311－324．

Bowen，E・G・，1950：Austra1．J．sci．Res　A，3，
　193－213．

East・T・W．R．and　J．S．Marsha11，1954：Qu－
　art，　J．　R．　Met．　Soc．　80，26－47．

Howe11，W．E．1949：J．Met．6，134－149．
Ludlam，F．H．，1951：Quart．」．R．Met．S6c．
　77，　402r417．
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降水要素の成長過程について（1）

Sch脚am，T．E．、W．，1940：Quart・

　J．R．Met．Soc．66，195－207．

Telford，J．W．，1955：J。Met，12，436－444・
Telford，J．W．，N．S．Thomdike　and　E．G・

　Bowen，1955：Qnart．J．R．IMet．Soc．81，241

　－250。
Turner，J．S．，1955：Quart．J．R．：Met．Soc．81

　418－429．

Woodcock，A．H．，1952：J．Met，9，200－212．
woodcock．A．H．，1953，J．Met，10，362－371・

Woodcock，A．H．and　D．C．Blanchard，1955：
　Tellus，7，437－448．

、

討 論

孫野（北大）：先程のスライドの水平の明るい線はブラ

　イトバンドですか．

藤原美幸（気象研）：ブライトバγドです．
高橋喜彦（気象研）：大きい水滴は衝突回数が少いと言1

　われたが衝突のメカニズムとして何を考えています
　2・．

駒林（東大）：重力落下ヒよる速度差だけです．乱流は

　　　　　　　　　　　　　　　，　入れませんでした．

高橋：どうして衝突が少いのですか．

駒林：大きい水滴は空間密度が甚しく小さいからです．

　第2表の個数を使うとR＝30μ　あたりの相互の衝突

　はたとえE＝100と「しても事実上起らないことになり

　ます．

高橋：戦時中drizzleを観測した時，半径50μ位のもの

　が多かったが，乱流を仮定してやると観測とよく一致

・しました．だから半径50μあたりでも重力落下のみで

　扱ってはいけないかも知れませんよ．

駒林：乱流はどう言う形で計算にお入れになったんです

　か．drizzleの観測は雲底ですか地上ですか．

高橋：地上で観測しました．不自然でない大きさの乱流

　をえらび，普通に計算してやることで観測結果を説明

　することが出来ました．つまり自然には乱流が働いて

　いると言うことです．

大喜多（北海道学芸大）：黒嶽の襯測で雲底に20μ以上

　の雲粒が10個／ごc位はいっでいると考えられた．海塩

．核の数はBowenの値や荻原さんとの観測を使うと20μ

　以上の水滴をつくるものが100個／m3位になります．

　内陸の気塊にほdustがかなり多いのですが，海塩核

　の数が減るから乱流も相当に効いていると見なければ

　ならないと思います．

駒林：もし海塩核が本当に少ければそうも老えられま

　す．わが国では海塩核がどの位あると老えてよいので

　しょうか．今年の2月に伊豆半島の西岸で東大の研究

　室が測定’した結果によると，海岸の値がWoodcockの

　上空の値の100倍になりました．そこで垂直拡散係数

　を8m2／secにとって上空の値を算出すると，粒度分布
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　は同じ高さのWoodcockの観測値と重なります．我』

　国の海岸ではハワイと同じ位存在するような気がしま、

　す．でも化学の方達によると内陸にはいるにつれて・・

　ひどく減るようですね．　　　　　　　一　　　　　＼

高橋：Tumeτ、が雨滴の塩濃度め大きさ別測定を行った

　時，雲や上昇流の状態はどうなっていたのですか．

駒林：ハワイ島の山岳に生じた地形性の雨のようです・

　斜面の勾配は40km行って4000m上がる程度ですから

　滑昇型の上昇流が卓越するのではないかと思われま．

　す．

高橋：観測結果は雨全体についてのものですか．

駒林：個々の雨につき，雲の下・雲底・雲中ρ3地点で

　出来るだけ短い時間にsampleを採ったそうです．で

　も分析に必要な分量がたまるまでには数時間以上を要，

　した，ようです．彼は三地点につき・別々に平駒濃度分』㍗

　布と個別の一例をあげております，

高橋：あなたの計算は雨全体についてですか．

駒林：いいえ，ある地点で・ある時刻に観潮したらこう』

　なっている筈だと言う計算です．但し定常パターンを

　扱ったから気塊の凝結経過時間と位置とは簡単な関係

　をもっていますので，どちらか一つを指定すれば決ま

　ります」第2図では凝結開始後1500秒の計算例をあげ

　　　　　　　　　　　　’　ました．

高橋：計算の食塩濃度の命布註線がTumerの観測と合・

　うのは面白いですね．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　童駒林：計算では捕捉される雲粒はNa　C1を含まないとし’

　ましたが，もし含んでいても定数項がついて曲線全体

　がもち上るだけで，極小をもつ性質は変ら奉い筈で

　す．

高橋：それはそうでしょうね1塩濃度からつつくのはよ

　い手ですね．

駒林：雲底から下での汚染の影響をさければ・非常に有

　力な手がかりだと思います．　　　・　　　　，　、イ

大竹（東北大）：銚子上空で飛行機によって海塩核を採

，集しました．、この時個数は割合多いようでした・飛行、，

　機から見ると0。Cに達』していないらしい雲参存在した

　のですが，同じ時海岸に雨が少・し観測されておりま

　す．これは海塩核説にとって都合のよい例のように思、、

　われます．warm　rainが降るにはどの位の雲厚があ辱

　ればよいのですか．

駒林：Ludlamの論文では、1・5～2・Okmあればよいと

、言っています．infoma1な話によるとLudlan‡峠数首、

　mの雲から降るのを見たそうです．

擁野：雨滴の塩濃度に極小が現われることは・定性的に

　言うとどう言うことですか．、

駒林：大きい雨滴は核が大きい割に充分うすまらないう　メ

　ちに雲底を抜けるので濃度が高い．小さい雨滴は雲中

　を掃いた距離が小さいので矢張りうすまっておらず・

　濃度は高くなります．この中間に核の大きさの割には
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282 降水要素の成長過程について（1）

　よく成長した大きさの雨滴があって，そこで極小値を

　とることになります．

磯野（座長）：cloud　physicsでは今迄主としてスケー

フレの小さい現象を議論しております．一方数値予報の

　方はスケールの大きな現象を扱っていて降雨砂メカニ

　ズムにはうとかったと思います．両老の結び付きが今

　後の重要な問題であると考えられます．cloudphysics

　の研究者も数値予報の方法に関心を持たなければなら

　ないと思いますが，これに対する御意見はいかがです

　か．

丸山（気象研）そのためにはまだ観測が足りないと思い

　ます．雨が降らない状態から降る状態にかけての雲中

　の要素の連続的な様子が全然わかっておりません．

藤原美圭：飛行機観測がどうしても必要じゃないです

　か．それにルーチン観測も要りますね．特に日本では

　air　massが絶えず変るからルーチン観測をしなけれ

　ば駄目でしょう．

磯野：もっと協同した観測を行う必要がありますね．

丸山：現象のモデルを立てるにしても，とにかく観測が

　足りませんね．

磯野：気象台は広い観測網を持っているから，それを活

　用したら面白い観測が出来るのではありませんか．

伊東（気象研），高橋：それは仲々むずかしいことでし

　ょうね．

真鍋（東大）：雨量予報を行うには雨が何時から始まる

　わが問題となります．湿度100％になる迄の時間は数

　値予報で出すことが出来ますが，そこから降雨開始迄

　の時間がわかりません．水滴の成長速度及び含水量に

　関する知識の不足からです．そのようなものの研究を

　進めていただけるとよいと思います．

　　なお，降水量予報は，湿潤断熱的に計算し，その場

　合の上昇流は事実に基づいた仮定かち算出するのです

　が，その結果は相当良好です．一次近似的には1arge

　scaleの上昇流で乾燥断熱的に上昇きせることによっ

　ても割合よく合った値を得ることができます．

駒林：問題は液態含水量の移動流を上昇パターンから出

　すことですね．吸い込みも重要ですから上昇流は空間

　的分布が正確にあたえられなければなりません．

高橋：上昇流から降水量を出す方法として乾燥断熱法が

　よく合うと言うことは充分あり得ることですね．

藤原滋水（気象庁）：湿潤断熱法を使っても，上昇流の

　強さを算定する時に，その分だけ補正しておけばよい

　のです．

　＼それから駒林さんの使った上昇流50㎜／secの意味が

　よくわからないのですが，どう言う現象を考えている

　のですか．

駒林：数値予報の常用のメッシュにはかからない程度の

　小さなスケールの現象です．物理気象では積雲型の数

　m／secを考えることが多かったのですが，大規模な
　troughに伴う降水現象の研究を始めるために，大規模

　な上昇流数cm／secとの中間として50㎝／secをえらぴま

　した．この位の値はBannonなどから考えてもそう不

　自然ではないと思いますが．’

真鍋：雲厚，降雨量の時間，空間分布を老えて湿潤断熱

法で上昇流を推定すると，その位の値は不思議ではな

いでしょう．　　　　　　　　一　　』
座長：ではこの辺で次の講演に移りたいと思います．

　〔術，次号には≒雪の成長について”　（花島政人氏）

　掲載の予定です。〕（文筆責任者：山中義昭（東大））

、

　　1書訓山の鍮1まどう変るか餅正一著

　　恒星社，1956年初版，A5版　114頁，150円

　大井さんが中央気象台山岳部機関紙「渓流」の毎号に

せっせと原稿を書き，自分で写真を100枚以上焼きつけ，

一一貼りこんだ努力が実ってこの本の一部となった．傍

から見ているわれわれにとっても何かほっとした気持で

ある．

　大井さんは永いこと山岳雑誌にも気象のことを書き，

世間ではもう相当名が通っているようである。私自身の

経験からすると，山岳雑誌の編集者は，妙に高慢で偏屈

で，原稿は掲載してやるのだぞというつもりらしく，稿

料が安い上に払いが遅い。大井さんはそんなことにちっ

ともこだわらない。この辛棒も本書にまとまっている。

　通読して感じる文体のほのぼのとした懐しさ，何かに
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ似ているなと思ったとたんに，谷内六郎の画集を連想し．

た。これはけっして皮肉でない。

　解説的な文章と，それを裏ずけする紀行文がおもしろ

14

い接続を形成している。春夏秋冬の山岳気象の体験と写

真がみごとに豊かに盛り上ったところは充実した内容で，

ある。私も初めは大井さんの山歩きがハイキング程度に

終るかと見ていたが，倦まずたゆまず克明に歩きまわ

り，危険な冬山まで出かけて，もう山岳気象の権滅であ
る．

　大井さんの写真術も上達して，最近の作品はすばらし

い．しかし．本書には初期の努力作も入っていて，気坂

らぬところがほほえましい．

　もし何か註文をつけるとなると，この映画のナラター

ジュ法（映画の場面に回想をオーヴァラップする方式）1

にも比すべき書き振りを改めて，トピック式かスローガ

ン式にした方がよい．

また表紙も白黒0葬儀色は蔭気でいけない．カラーに

したら倍は売れるだろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　（佐貫亦男）

なお，大井氏の同著書については，有住氏からも書評

が寄せられていたが，同趣旨のものなので割愛した．

」

冬天気ぞ3．9
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